
｜平成30年度｜ 

在宅リハビリテーション
従事者研修会
12月15日㊏～12月16日㊐
訪問リハ・訪問看護 I 5 編

少子高齢社会対策として、地域包括ケアシステム
の構築と、持続可能な社会の実現に向けて、矢継
ぎ早に社会保障制度が見直され、平成 30 年度に
診療報酬と介護報酬の同時改定が行われました。
地域で暮らす人々を支える在宅リハビリテーショ
ンにおいては、心身機能の回復だけでなく、活動
や参加につなげ、すべての国民が社会に参画する
一億総活躍社会の実現が求められています。

　高齢であっても、認知機能の低下があっても、
障害があっても、病気療養をしていても、その人
の持っている強みを活かして家族や地域での役割
を持ちながら、自分の存在価値を肯定できる暮ら
し作りが求められてきています。
　そこで、本研修においては、平成 30 年度介護
報酬改定の方向性を学びつつ、これからの自立支
援介護につなげるリハビリテーションマネジメン
トの在り方を共有していきたいと思います。

〇訪問Ⅰ５シンポジウム
〇訪問リハシンポジウム
〇訪問リハステーション制度化の必要性と財団の今後の活動
〇総合特区における訪問リハステーションの取り組み
〇ケアマネジャーからみた自立支援の課題と訪問リハの可能性
〇訪問リハ、訪問看護Ⅰ５、訪問リハステーションの今後の課題

詳細はwebサイトへ

[ 対象者 ]
理学療法士・作業療法士・言語聴覚士
その他（看護師・ケアマネ他）

[ メイン会場 ]
田町イーストウイングビル6階
東京都港区芝浦3-5-39
日本理学療法士協会 /日本作業療法士協会 /日本言語聴覚士協会

会員　……16,200 円（税込）
非会員……21,600円（税込）
※事前にお振込をお願いいたします。
　振込先等詳細はお申込み確認後、ご案内いたします。
※希望者は懇親会費 及び 昼食お弁当代 を別途頂戴いたします。

※事前にお振込をお願いいたします。振込先等詳細はお申込み確認後、ご案内いたします。
※サテライト会場は最少催行人数（30 名）に満たない場合、資料代を差し引いてご返金
　いたします。 なお、資料はご希望の郵送先へお送りいたします。 

サテライト会場
横浜・名古屋・大阪・福岡　の4会場でも開催予定
会員　……10,800 円（税込）
非会員……16,200円（税込）



平成30年度 在宅リハビリテーション従事者研修会
≪訪問リハ・訪問看護Ⅰ５編≫ プログラム

研修テーマ：平成 30 年度介護保険改定を踏まえた訪問リハ・訪問看護Ⅰ５における今後の在り方と療法士の役割を学ぶ

1日目 12月15日㊏

12月16日㊐2日目

主　　催 日本理学療法士協会・日本作業療法士協会・日本言語聴覚士協会

¦ 事務局代行 ¦ 株式会社 gene 名古屋市東区葵1-26-12 IKKO新栄ビル6階
tel:052-325-6611　e-mail: jimukyokudaikou@gene-llc.jp 

お申し込み・
お問い合わせは

［特設ページ］http://bit.ly/2OqMcjo　　※株式会社 gene 事務局代行のページへジャンプします

検索　　　 gene 

第１部

第 2部

時間 種別 講義テーマ 学習ポイント 講師（コーディネーター）
10:00～10:10 訪問リハビリテーション振興財団　研修班

① 10:10～10:50
（40分）

調整中

② 10:50～11:30
（40分）

訪問看護Ⅰ５における療法士と看護師の
連携について、看護師の立場から学ぶ

訪問看護Ⅰ５における療法士と看護師の
連携について、療法士の立場から学ぶ

訪問看護における平成30年度介護保険
制度改定とその背景を学ぶ

これからの訪問看護Ⅰ５における療法士と
看護師の連携について学ぶ

訪問リハにおける平成30年度介護保険
制度改定とその背景を学ぶ

訪問リハ事業所における医師の役割に
ついて学ぶ

訪問リハ事業所における療法士の実践
について学ぶ

訪問リハの今後の展開や社会的役割に
ついて学ぶ

訪問リハステーション制度化の必要性と
財団の今後の活動について学ぶ

総合特区における訪問リハステーション
の取り組みについて学ぶ

ケアマネジャーからみた訪問リハビリテー
ションの可能性について学ぶ

訪問リハ、訪問看護Ⅰ５、訪問リハステー
ションの現状と今後の課題について議論
し、情報を共有する

訪問看護における平成30年度介護
保険制度改定とその背景

これからの訪問看護Ⅰ５における療法士
と看護師の連携について

訪問リハおける平成30年度介護保険
制度改定とその背景

訪問リハ事業所における医師の役割

質疑応答

訪問リハ事業所における療法士の実践

訪問リハの今後の展開や社会的役割
について

訪問リハステーション制度化の必要性
と財団の今後の活動

総合特区における訪問リハステーショ
ンの取り組み

ケアマネジャーからみた自立支援の課
題と訪問リハビリテーションの可能性

訪問リハ、訪問看護Ⅰ５、訪問リハステ
ーションの現状と今後の課題

訪問看護Ⅰ５における療法士と看護師
の連携―看護師の立場から―

訪問看護Ⅰ５における療法士と看護師
の連携―療法士の立場から―

あすか山訪問看護ステーション
訪問看護認定看護師
河西 真理子氏（Nrs）

③ 11:40～12:20
（40分）

株式会社シンクハピネス
LIC訪問看護リハビリステーション
代表取締役　糟谷 明範氏

④
13:20～14:20
（60分）

⑤
14:30～15:10
（40分）

厚生労働省老健局老人保健課
坂野 元彦氏

⑥
15:10～15:50
（40分）

成城リハケア病院 院長
堀見 洋継氏（Dr）

⑦ 16:00～16:40
（40分）

三軒茶屋リハビリテーションクリニック
中島 鈴美氏（PT）

⑧ 16:40～17:40
（60分）

足柄リハビリテーションサービス
代表取締役　露木 昭彰氏（PT）

17:40～18:00
（20分）

18:30～20:30 レセプション（懇親会）

訪問リハ
シンポジウム

9:00～9:10 訪問リハビリテーション振興財団　研修班

① 9:10～10:10
（60分） 講義 一般財団法人　訪問リハビリテーション振興財団

理事　松井 一人氏（PT）

② 10:20～11:20
（60分） 講義 柏市在宅リハビリテーション連絡会　会長

西田 恭子氏

③ 11:30～12:30
（60分）

講義
一般社団法人 日本介護支援専門員協会
会長　柴口 里則氏

④ 13:30～14:30
（60分）

⑤ 14:40～15:40
（60分）

15:40～15:50

ワーク
ショップ

足柄リハビリテーションサービス　代表取締役
露木 昭彰氏（PT）

在宅りはびり研究所　代表
吉良 健司氏（PT）

開会式 オリエンテーション

オリエンテーション

時間 種別 講義テーマ 学習ポイント 講師（コーディネーター）

閉会式

コーディネーター

シンポジスト 坂野氏、堀見氏、中島氏

在宅りはびり研究所　代表
吉良 健司氏（PT）

コーディネーター

シンポジスト 調整中、河西氏、糟谷氏

訪問看護
Ⅰ５

シンポジウム

昼食

昼食


